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非病原性F. oxy sþorum は一般的 に 自 然土壌 中 に 腐生

的に生息す る 。 ま た ， エ ン ド フ ァ イ ト に 属す る も の も あ

り ， そ の 生 息範囲は 広 い。 そ れ ら の な か に は 病原性 F.

oxy.ゆorum に対 し て 括抗作用 を 示す も の は な い も の の，

①病原菌 と の土壌およ び根圏での栄養分や， 根の感染部

位を巡る 競合 に 強い優位性 を 発揮す る ， ②植物 に フ ザ リ

ウ ム 病抵抗性 を 誘導す る ， ま た ， @植物の生育を 促進す

る も の な ど多様な機能が見 い だ さ れて い る 。

欧米で は ， フ ザ リ ウ ム 病抑止土壌か ら 分離 さ れた菌株

の 競合作用 を ベ ー ス に し た野菜およ び花 き の フ ザ リ ウ ム

病に対す る 生物紡除， 我が国 で は ， 健全 な作物体か ら 分

離 し た 菌株 に よ る 誘導抵抗性 を ベ ー ス に し た サ ツ マ イ モ

つ る 割病， ト マ ト 根腐萎凋病 ・ 萎凋病， ラ ッ キ ョ ウ 乾腐

病 な ど の 生物防除， の 研究 が 展 開 さ れ て い る 。 こ れ ら

は， 生物農薬 と し ての期待が高 ま っ て い る が， 今後， そ

の 防除効果の安定性 と 信頼性 を 高 め る た め に ， 本菌の生

態や植物抵抗性の機作 に 基 づ い た 本菌利用 の新た な工夫

が必要であ る 。

I 病原性 フザ リ ウ ム菌と の競合

1 根圏 ・ 根面における競合

非病原性F. oxysporum を 接種 し た キ ュ ウ リ 根圏土壌

では， キ ュ ウ リ つ る 割病菌の 厚膜胞子の発芽が抑制 さ れ

る 。 フ ラ ン ス の フ ザ リ ウ ム病抑止土壌か ら 分離 さ れた非

病原性F. 0勾ゆorum Fo 47 の 有効 な 処理量は ， 病原菌

よ り 高 い 括抗 菌 密 度 で あ る こ と ， す な わ ち 病 原菌 の

10�100 倍 の 接 種菌密度 (10 4�10 5/g) が必要で あ る と

さ れて い る 。

gusA リ ポ ー タ ー遺伝 子 を 導 入 し た ア マ 萎 凋 病 菌

Fo ln 3 GUS を 用 い て， 炭 素 代 謝 と 関 係 の あ る か

glucuronidase 活性 を測定 し ， ア マ 根面 に おけ る 非病原

性 Fo 47 と の 競合 を 調べ る と ， 病原菌 に対す る 非病原性

菌の接種割合が 1 00倍 と 高 い 場合 に は ， 根面での病原菌

密度 は減少 し， ア マ 萎凋病は抑制 さ れ る 。 と こ ろ が， 非

病原性菌の接種割合が 10 倍 と 先程 よ り も 低い場合 に は，
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根面 で の 病原菌密度 は 著 し く 減少 し な い に も か か わ ら

ず， 発 病 程 度 は 軽 減 さ れ る 。 こ の 場 合 に ， β-glucur­

onidase 活性の低下 は 見 ら れ る の で， 根面 に おり る 病原

菌の活動が抑制さ れて い る 。 非病原性 Fo 47 は ， 病原菌

に必要な炭素源の 競合で優位 に 立 ち ， 病原菌の厚膜胞子

発芽 を抑制 し ， 根への菌糸 の侵入 を 血止す る と 思わ れ る 。

2 感染部位における競合

ト マ ト 萎 凋 病 に 発 病 抑 制 効 果 を 示 す 非 病 原 性F.

oxy sþorum 70 T 01 は ， ト マ ト の根の表皮や皮層細胞層

に定着す る 。 病原菌 と 同時接種さ れた場合， 病原菌の 菌

糸 は 非病原性 70 T 01 が 観察 さ れ な い 切片 で の み 存 在

し， 非病原性 70 T 01 が観察さ れ る 部位 で は 病原菌 は ほ

と ん ど見 ら れな い こ と か ら ， お互 い に ニ ッ チ ェ を 排除 し

合 っ てい る 。 非病原性 70 T 01 の 菌 糸 が 観察 さ れ る 近傍

細胞で は ， 細胞壁の肥厚 あ る い はパ ピ ラ の 沈着 と い っ た

宿主の 防御反応が見 ら れ る 。

し か し， 非病原性 70 T 01 は ， 新 た な 根 に ま で は 伸長

し な い の で， 長期間 に わ た っ て 十分 な 防除効果が期待で

き な い一因 と な っ て い る 。 発病抑制 を 確実 な も の に す る

に は ， 土 壌 中 で 病 原 菌 の 密 度 に 応 じ た 非 病 原 性F.

0勾ゆorum の 適切な密度 を 明 ら か に し ， そ の レ ベ ル に 維

持 ・ 管理す る こ と が重 要で あ る 。

E 抵抗性の誘導

1 誘導抵抗性の証明

ト マ ト 萎凋病に対す る 誘導抵抗性 は 次の 四 つ の生物検

定法で実証さ れて い る 。 ① Benomyl system : 非病原性

F. oxysporum Fo 47 を ト マ ト 根 に 前接 種 し た 苗 を べノ

ミ ル 剤 で殺 菌 後， ベ ノ ミ ル耐性 の 病 原 菌 を 接 種， ②

Split root system : 根 を 二分割 し て ， そ れぞ れ に 接種，

③Cutting system : 非病原性菌 を 接 種 し た ロ ッ クウ ー

ル培地で育苗 し た 苗の 切 り 穂を， 病原菌汚染土壌 に植 え

付け る ， ③Layering system : 二重 ポ ッ ト 方式で根系 を

分仇 上部の ポ ッ ト に 非病原性菌， 下部 の ポ ッ ト に 病原

菌を接種。 い ずれの生物検定法で も ， ト マ ト の茎か ら 非

病原性菌 は分離で き な い に も か か わ ら ず， 発病抑制が認

め ら れて い る 。

サ ツ マ イ モ つ る 割病 に 対 す る 非病原性F. 0砂学orum

101-2 の場合 も ， 首基部 に 非病原性 101-2 を 接 種 し ， 本
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菌が接種部位 に 局在 し てい る 状態 の苗 に つ いて， ①接種

部位 を空中 に持 ち 上 げ る 船底植 え 方式で汚染土壌 に植 え

付 け ， 土壌中 に埋没 し た 茎部 に 切れ込み を入れ病原菌の

感染 を 促す， およ び②接種苗 を水耕栽培 し ， 上方の茎部

へ病原菌 を 注射接種し た場合の発病 を ， ま た③サ ツ マ イ

モ 茎組織の下部 に 非病原性菌 を接種し た 上部組織上の病

原菌の発芽 を調べた。 ①， ②で は発病が， ③で は発芽が

抑制 さ れ， 全身的な抵抗性の 誘導が認め ら れ る 。

水耕栽培の ト マ ト 萎凋病 に つ い ては， ①水耕 ト マ ト の

根 を プ ラ ス チ ッ ク 板で二分割 し ， そ れ ぞ れ に 非病原性

F. oxy ゆorum F 13 と 病原菌 と を 濯注接種， ② ト マ ト 根

に ま え も っ て非病原性菌 を 濯注接種 し ， 1 週間後 に 子葉

節直下 の 茎に病原菌 を針接種の実験系 の い ず、れで も 発病

が抑制 さ れ る 。 ま た ， 非病原性 Fusarium 菌の 2 系統 を

浸潰処理 し た ラ ッ キ ョ ウ 種球の 鱗茎内 に ， ラ ッ キ ョ ウ 乾

腐病菌 を注入接種し た 場合 に も ， 発病抑制が認め ら れ，

広範な作物の フ ザ リ ウ ム 病 に 全身的な 誘導抵抗性が確認

さ れてい る 。

2 抵抗性反応の始動

抵抗性の誘導 に は生 き た 菌体が必要で あ る 。 サ ツ マ イ

モ つ る 割病の場合， 非病原性 F. o>:汐ゆorum がサ ツ マ イ

モ の導管中 に 共生 し てい る 状態では， 抵抗性 を 誘導 し な

い。 苗の切口 と い う 傷つ い た 柔組織に接種す る こ と に よ

っ て抵抗性が誘導 さ れ る 。 傷組織で は活発 に 発芽， 伸長

し ， 非病原性であ っ て も そ の一部 は 切口の傷つ い た 柔組

織に侵入す る 。 こ の組織は壊死す る 。 こ の よ う な弱い感

染刺激 を き っ か け に植物紙織の 防御反応が生 じ る 。

キ ュ ウ リ つ る 割病 に 発病抑制効果 の あ る 非病原性F.

0砂sþorum C 5 と C14 を 比較 し た 場合， 根 に 侵入 で き

る C 14 は 有傷， 無傷接種に か か わ り な く 発病抑制 す る

が， 侵入能力に 欠け る C5 は有傷接種の場合のみ発病 を

抑 制 す る 。 ま た ， 抵 抗 性 誘 導 能 が 強 い 非病 原 性 F.

0りゅorum CS-20 は 発病抑制効果 も 高 い が， 抵抗性誘

導能が弱い F. solani CS-l は 低 い病原菌密度 で の 発病

軽減 に は有効であ る が， 高病原菌密度で は有効で な い 。

ラ ッ キ ヨウ 乾腐 病 で は ， 非病 原性F. 0.砂里porum 以 外

に ， F.ルifikuroi に も発病抑制効果が認め ら れて い る が，

こ の F. fu jikuroi は大量接種す る と ， ラ ッ キ ョ ウ に根腐

れ を 引 き 起 こ す。 こ の よ う に ， 感染刺激 を 与 え る 能力を

もっ た 菌株が， 抵抗性誘導能が高 い と 考 え る 。

多 く の 糸状菌の細胞壁成分であ る キ チ ンおよ びキ ト サ

ン の オ リ ゴ糖に 強い エ リ シタ ー活性が認め ら れ る が， キ

ュ ウ リ つ る 割病抵抗性の 誘導 は菌体細胞壁成分 に よ っ て

起 こ る 。 サ ツ マ イ モ の場合 は， 非病原性菌の胞子発芽液

で も 抵抗性が誘導 さ れる の で， 胞子発芽の際 に ， 菌体外

に分泌さ れ る 物質 と 思 わ れ る 。 こ の活性 は 熱処理で失活

す る 不安定な も の で あ る 。

3 誘導抵抗性の機作

( 1 )  フ ェ ノール性成分の 蓄積

ソ ラ イ ロ ア サ ガ オ は サ ツ マ イ モ つ る 割病菌 に 擢病 す る

が， 非病原性F. oxy ゆorum を 前接種す る と ， 病原菌 に

よ る 子葉の黄化が抑制 さ れ る 。 こ の よ う な植物組織内 で

は， 傷害や病原の侵入 な ど の ス ト レ ス に よ っ て誘導 さ れ

る Pheny!a!anine ammonia -!yase (P AL) 活 性 の 急激

な増加が見 ら れ， フ ェ ノール性成分の 蓄積や細胞壁の リ

グニ ン化の物理的 な 防御が働 い てい る 可能性が あ る 。

( 2 ) 酵素活性の増高

非病原性F. 0>:ゲゆorum Fo 47 に よ っ て， ト マ ト 萎凋

病 に 対す る 抵抗性が誘導 さ れ た ト マ ト の 茎 お よ び葉 で

は， 接種 3 週間後 に 菌体壁分解酵素 で あ る chinase， β

1 ， 3-g!ucosidase， β-1 ， 4-g!ucosidase 活 性 の 増 加 が見

ら れ る の に対 し て， 発病抑制効果 を 示 さ な い 非病原性菌

では， こ の よ う な酵素活性が増加 し な い。

( 3 ) フ ァ イ ト ア レ キ シン

フ ァ イ ト ア レ キ シン は， 病原菌の感染後 に 植物 に新た

に生成蓄積す る 抗菌性物質で， フ ラ ボノイ ド と テ ルペノ

イ ド 化合物が多 い。 非病原性F. oxy.ゆorum 101-2 を 接

種 し た サ ツ マ イ モ 組織で は ， 病原菌の胞子発芽が抑制 さ

れ る が， こ の 発芽抑制作用 は素寒天 中 を 移行 し ， 植物組

織の ア セ ト ン 抽出物中 に も 認め ら れ， 誘導抵抗性の 発現

に抗菌性物質の産生の 関与が示唆 さ れ る 。 し か し ， サ ツ

マ イ モ の フ ァ イ ト ア レ キ シ ン で あ る ipomeamarone は ，

病原菌の胞子発芽 を抑制す る が， サ ツ マ イ モ に 非病原性

菌 を 接種し た 場合， 根部で は そ の 蓄積が見 ら れ る が， 地

上部 か ら は 検 出 さ れ ず， こ の 誘導 抵 抗 性 に お い て は

ipomeamarone の 関与 は 否定 的 で， 今後の課題 で あ る 。

( 4 ) フ ザ リ ウ ム 毒素の解毒

病原性F. 0.砂ゆorum は フ ザ リ ン 酸 な ど の 萎凋毒素 を

産生 し， 葉の黄変， 壊死や 萎凋 を 引 き 起 こ す。 サ ツ マ イ

モ つ る 割病の 誘導抵抗性 は ， 病原菌の胞子発芽 を抑制す

る 抗菌性物質を産生 し て感染 を 阻止す る 作用 と ， 病原菌

の 産生する ブザ リ ウ ム毒素を解毒 し て抵抗力の低下 を 防

ぐ作用 が複合的 に機能 し 合っ て働 い てい る 。 植物 ホ ルモ

ン abscisic acid は， タ バ コ で葉の 葉緑素含量を上昇さ

せ る 活性が認め ら れてい る が， ソ ラ イ ロ ア サ ガ オ に 処理

す る と ， 病原菌接種に よ る 葉 の黄化 を抑 え る 。 誘導抵抗

性 の ーっ と し て， abscisic acid に 応答す る 経路 が発現

し， 病原菌毒素 に よ る 葉緑素の減退 を抑 え てい る も の と

考 え ら れ る 。

一一一 6 一一一



生物防除素材 と し て の非病原性 Fusariz仰O砂ゆomm利用 の将来 187 

( 5 ) 前接種に おけ る 有効接種菌濃度

抵抗性誘導 の場合， 非病原性F. o.xゲゆo mm を直接植

物体 に接種す る た め ， 他の微生物の影響 を受りず に ， よ

り 低 い 接 種量 で確実 に 抵抗性 を 誘導 で き る 。 発病抑制

は， 接種数時間後か ら 数 日 の比較的短期間 に 生 じ ， 病原

菌 と の 同時接種で も 十分効果が あ る が， 病原菌の接種を

非病原性菌接種よ り も 2 目 前 に行 っ た場合に は発病 は抑

制 さ れ な い の で， 病原菌 に 感染 す る 前 に 接種す る 必要が

あ る 。 そ の た め ， 土壌処理 に比べて， 首あ る い は 種球処

理が適 し てい る 。 ま た ， サ ツ マ イ モ の場合， 非病原性菌

の接種濃度が低 く て も ， 苗 の 浸漬接種時 聞 を 長 く す る

と ， 発病抑制効果 は 高 ま る の で， 接種菌濃度 の高低 よ り

も ， 確実 に 非病原性菌 を接種す る こ と が重要で あ る 。

4 非病原性フザリウム菌による生育促進効果

健全 なシン ビ ジ ウ ム の根内部 に 共生す る F. oxyspor ­

um は ， フ ザ リ ウ ム 病抑制効果 は 認 め ら れ な い が， ホ ウ

レ ン ソ ウ ， ト マ ト ， キ ュ ウ リ ， キ ク の根に接種す る と ，

各作物の根組織内 に 定着 し ， 発根 を 促進 し， 根重 を増加

さ せ， 現在， 微生物資材 と し て市販さ れてい る 。 一方，

発病抑制効果 を有す る 非病原性菌の な か に も 生育促進効

果 を 示す も の も あ る 。 サ ラ ダナ根腐病抑制効果 を も っ非

病原性菌 は水耕液 中 で， サ ラ ダナ ， ネ ギ， ミ ツ ノ '\'， ト マ

ト の根量 を増加 さ せ， 褐色 を 呈す る 根が少 な く な る 。 植

物生長 ホ ル モ ン の産生あ る い は有害微生物の 排除 な どが

作用機作 と し て考 え ら れ る 。

5 実用的な効果を高めるための工夫

( 1 ) 有効な初期感染 の 防止

非病原性F. oxyspo mm 101-2 に よ る サ ツ マ イ モ つ る

割病 に おけ る 誘導抵抗性 で は ， 抵抗性 の 誘導 は 一過性

で， 本菌が植物組織に刺激 を 与え てい る 期間 の み に 限 ら

れ， 5 日 後 ま でが限界で， そ の持続性が短い。 そ の 防除効
果が収穫期 に ま で及ぶの は ， ①誘導 さ れた 抵抗性の初期

感染阻止作用 が極 め て高 く ， 最 も 感染 し や す い植付 け直

後の苗を完全に保護で き る こ と ， ②本病の土壌伝染 と 種

苗伝染 の双方 に 有効であ る こ と に よ っ て， 実用的 な 防除

効果が あ が る 。 本菌 は生物農薬 と し て登録申請中 であ る 。

( 2 ) 養液栽培への導入

養液栽培で は， 作物根が養液中 に 露出 し てい る の で，

栽培期 間 中 の 任意の 時期 に 非病原性F. oxy.者po mm を 根

部 に直接接種す る こ と で き る 。 水耕栽培の サ ラ ダナ根腐

病や ロ ッ ク ウ ー ル栽培の ト マ ト 根腐萎凋病 に対 し て， 実

効が上が っ てい る 。 養液中 の 微生物相 は単純か つ 貧困で

あ る う え ， ロ ッ ク ウ ー ル は非病原性菌の定着 に好適な素

材であ る の で， 4 か月 に わ た っ て， ロ ッ ク ウ ー ル 中 で高

い 密度が維持さ れ る 。 非病原性菌を 前接種 し乾燥 さ せ た

ロ ッ ク ウ ー ル キ ュ ー ブ を 商品 と す る ア イ デア が提案 さ れ

てい る 。

( 3 ) 反復接種で効果の 持続

水 耕 栽 培 の サ ラ ダ ナ 根 腐 病 で は ， 非 病 原 性F.

o.x汐ゆorum SK-102 を 5 日 間 隔で数回 養液中 に 反復濯注

接種す る と ， 1 回処理 に 比べて発病抑制効果が高 ま る 。

ハ ウ ス 栽培 で は ， 非病原性菌 を 床土 接 種 し 育苗 し た 苗

を ， さ ら に本菌 を 土壌混和接種 し た 本 圃 に 定植す る と い

う 二重接種を行 う こ と に よ っ て， 苗接種単独 よ り も 防除

効果 を 高 め てい る 。

ラ ッ キ ョ ウ 乾腐病 は植付 け 時 と 収穫時の夏期 に 発病 す

る の で， 防除効果 を 高 め る に は ， 植付 け 時 に 非病原性菌

の 種球浸漬処理 を行 う と と も に ， 収穫前の 夏期 に ， 一定

の発病抑制効果が認 め ら れ る 土壌濯注処理 を組み合わせ

る 。 ま た ， 2 年掘 り 栽培 で は ， 植付 け 翌年 に 本菌 の 土壌

濯注 を 反復処理す る こ と が有効で あ る 。

抵抗性 を持続 さ せ る に は， 生育期間 中 に ， 地上部 に 抵

抗性誘導菌 を 追加接種し， 抵抗性 を 再誘導 で き れ ば， 好

都合であ る 。 ト マ ト 根腐萎凋病 に おい て， 非病原性菌 を

ト マ ト 子葉節直下の茎 に 針接種 し た場合 に も 発病抑制 を

認 め てお り ， 地上部への二次接種の応用 の 可能性 は あ る

と 考 え る 。

6 効果を安定させるための他処理 と の組み合わせ

( 1 ) 土壌消毒効果の補完 と 安定化

土壌消毒 は ， 汚染 さ れ た 土壌 中 の 病原菌 を一挙に 除去

で き る が， 消毒後の 土壌 中 は一時的に微生物相 の 空 白 が

生 じ ， 病原菌の 再汚染や復活 に 対 し ての 措抗力 が弱 ま っ

てい る 。 競合能 の 高 い 非 病 原性F. oxy sþorum の 施 用

は， 病原菌の急速 な復活 を 防 ぎ， 土壌消毒の有効期 間 を

長 く 維持で き る 。 ハ ウ ス 栽培の サ ラ ダナ根腐病 で は ， ク

ロ ル ピ ク リ ン で土壌消毒 し た ハ ウ ス に ， 非病原性菌 を 毎

作付 け直前 に 土壌混和接種 し ， 4 連作 し た と こ ろ ， 土壌

中 の 非病原性菌密度が高 く 維持 さ れ， 病原菌密度 は 低 く

抑 え ら れて， 発病の培加が抑制 さ れ る 。 イ チ ゴ萎黄病で

は， 非病原性菌の 浸根接種 と 圃場施用 の組み合わ せ が有

効であ る が， 土壌 中 の病原菌密度が高 い場合 に は効果が

劣 る 。 メ チ ル イ ソ チ オ シア ネ ー ト 油剤 な ど の土壌消毒 を

併用 す る と 効果 は安定す る 。

( 2 ) 薬剤 と の併用 ・ べノ ミ ル耐性菌株の利用

定植時の ト マ ト 根へ非病原'性F. oxy.ゆorum の べノ ミ

ル耐性変異株 を接種し， ベノミ ル剤 1 ， 000 倍液の 濯注 を

組み合わ せ る と ， 発病抑制効果 は そ れぞれの単独処理 に

比べてよ り 高 く な る 。 サ ラ ダ ナ 根腐病 に おい て も ， 定植

前の タチ ガ レ ン液剤苗処理 と 非病原性菌の 土壌接種 を組

み合わ せ て ， 防除効果 を 高 め てい る 。
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( 3 ) 他の 括抗微生物 と の相互作用 に よ る 効果 の 向上

1)  蛍光性 Pseud o.m o.nas と 組み合わ せ

フ ザ リ ウ ム病 抑 止 土 壌 に 関 係 し て い る 蛍光 性 の

Pseud o.m o.nas およ び非病原性F. o.勾Ispo.rum の組み合わ

せ で， 生物防除効果 の増強に成功 し てい る 。 キ ュ ウ リ つ

る 割病を単独で抑制 す る Psend o.m o.nas ρutida と 非病原

性F. 0.砂高po.rum の組み合わ せ の効果 は， 中性~ア ル カ

リ 性で顕著に現れ る 。 p.ρuti ，ぬは， 病原菌 およ び非病

原性菌双方の厚膜胞子の発芽を と も に抑制す る 。 と こ ろ

が， 非病原性菌密 度を高 め る と ， キ ュ ウ リ 根か ら の 穆 出

物 が 増 え ， こ れ を利用 す る p.ρutlda の siderophore

(pyoverdine) 生産が活発化す る 。 こ れ に よ っ て， キ ュ

ウ リ 根閏での 鉄を巡る 競争力が高 ま り ， 病原菌の発芽や

宿 主 へ の 侵 入 が 阻害 さ れ る 。 こ の こ と は . pyoverdine 

欠の Sid-mutant P. putida を組み合わ せ る と 生物防除

効果 は増 強 し な い こ と ， 一 方， 純化 さ れ た pyoverdine

は病原性F. o.xy.ゆo.rum の菌糸体の 成長を抑制す る こ と

か ら も 実証さ れ る 。 土壌条件 と 非病原性F. o.xy.ゆ0問m

の働 き か け がP. putlda の siderophore 生産を助 け た と

い え る 。

2) 他の フ ザ リ ウ ム属菌 と の混合接種

ラ ッ キ ョ ウ 乾腐病では， 病原菌 と 種の異 な る F. fuji ­

kur o.i と 同 種の F. o..砂ゆo.rum の 混合接種で は， 各菌株

の単独接種に比べて発病抑制効果が高 ま る 。 し か し ， そ

れぞれ単独接種での効果が高 い菌株を単純に組み合わ せ

て も ， 必ず し も 混合接種で効果が高 く な ら ず， 菌株の組

み合わ せ に よ る 相互作用 の発現は複雑であ る 。

( 4 ) 発病回避効果の あ る 移植栽培 と の組み合わせ

ホ ウ レ ン ソ ウ 萎凋病 に対 し て非病原性F. o.xy spo.rum 

は， 土壌施用 で も 発病抑制効果が認め ら れ る が， そ の効

果 は収穫期 ま で持続 し な い。 効果を高 め る た め に ， 発病

回避効果の あ る 移植栽培 と 組み合わ せ る 。 非病原性菌を

セ ル育苗の 床土 に 土壌混和 し ， 育苗 し そ の苗を定植す る

と ， 直播栽培に 比べて明 ら か に 発病開始が遅れ， 発病 は

収穫期 ま で低 く 推移 し ， 太陽熱消毒並み の 防除効果が得

ら れ， 増収す る 。

( 5 ) 定着性の 高 い ラ ッ キ ョ ウ と の混植

ラ ッ キ ョ ウ 乾腐病 に 発病抑制効果 を示 し た 非病原性

F. o.xy spo.rum は ラ ッ キ ョ ウ で の定着性が高 い の で， 本

菌を浸根接種 し た ラ ッ キ ョ ウ を， 同 じ く 非病原性菌接種

床土で育苗 し た ト マ ト 苗 と 混植す る と ， 単独処理 に比べ

て ト マ ト 根腐萎凋病抑制効果が高 ま り ， 根の発達 も 促進

さ れ る 。

皿 今後の可能性 について

1 全身的抵抗性誘導の他の病害に対する効果

多 く の作物 に つ い て非病原性F. o..x汐拶o.rum を接 種す

る と ， フ ザ リ ウ ム病抵抗性が全身的 に 誘導 さ れ る 。 こ の

反応が， 他の病害 に 対 し て有効か ど う か興味が あ る 。 ス

イ カ の根部 に ， 病原性の な い キ ュ ウ リ つ る 割病菌を接種

す る と ， 地上部 の葉 に 炭 そ 病抵抗性が誘導 さ れ る と い う

報告や， ト マ ト 萎凋病 に 有効 な 非病原性F. o.xy ゆo.rum

Fo 47 は . Pht o.ρhth o.ra infestans.  Clad o.s.ρo.rium 

ルlvum に 対 し て も 有効 と い う 報告 が あ り ， 非特異 的 な

抵 抗 性 の 誘 導 が 期 待 で き る 。 今 後， 非 病 原 性F.

o.xysp o.rum 利用 の新た な 展開 と し て期待 し た い。

2 多様なフザリウム属菌の機能の解明 と 活用

F. o..ゆゆorum の 病原性分化 に 見 ら れ る よ う に ， 非病

原性 グルー プに も 多様な機能が分化 し てい る 可能性が高

い。 抵抗性誘導 の 宿主 特 異 性 に つ い て， 非病 原性F.

0砂ゆorum の 124 菌株を供試 し ， ホ ウ レ ン ソ ウ 萎凋病，

ト マ ト 根腐萎凋病， イ チ ゴ萎黄病 に対す る 発病抑制効果

の違いを調べた と こ ろ ， 発病抑制効果 の大 き さ に は差 が

見 ら れ， 菌株聞 に 特異性が あ る こ と を う かがわ せ る 。 こ

の よ う な菌株 に よ る 抵抗性誘導能の特異性の解明 は 残さ

れた 課題であ る が， 人工培養で一度失活 し た 菌株の抵抗

性誘導能 は ， 植物体を通過 さ せ る こ と に よ っ て回復す る

点 は， 病原菌 の病原性回復 と 共通 し てお り ， 植物 と の相

互関係は無視で き な い 。 こ の抵抗性誘導能の特異性が明

ら か に さ れ れ ば， ス ー パ ー 非病原性F. 0.勾Isporum 探索

の き っ か け が得 ら れ る か も し れ な い。

ま た ， 土壌中 あ る い は根面， 根圏での 他の微生物や植

物 と の相互関係で は ， 発病や病原菌の活性の抑制 に プ ラ

ス に 働 く 作用 に つ い ての研究 に 偏 り が ち に な り や す い

が， マ イ ナ ス に働 く 作用 や 要因に 関 し で も 軽視 し ては い

りな い。 こ れ ら ト ー タ ル と し ての知見 は， 闘場規模で最

良の 防除効果を確実 に あ げ る う え で重要な意義 を も っ。
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